
                         平成２８年６月２９日 

 

豊能町議会報告会 報告書 

【西地区】 

１ 実施日時：平成２８年５月２１日（日）９：３０～１１：３０ 

２ 実施会場：豊能町立西公民館大会議室 

３ 報 告 者：議員１４名、事務局 ３名 

４ 出席者数：５９名 

５ 報告内容：①総務建設水道常任委員会報告 

②福祉教育消防常任委員会報告 

③予算特別委員会報告 

④本会議トピックス  

・一般会計予算修正 

・一般会計予算修正に対する付帯決議 

・問責決議 

  ６ 意見交換会 

 

主な質疑応答 

◎議会に関すること 

   

  問 財政再建について、具体的にどのような行動をしてきたのか。 

答 議会は予算権をもっていない。議会としてやっていることは、歳出の

削減という意味を込めて、議員の報酬を５％削減しているところであ

る。また、歳入の増収については、議員が一般質問等をとおして、行

政に対して提案を行っている。 

 

  問 これから、エスカレーターの入札に入ると聞いている。議会が図面等

を見ないと前に進まないと聞いている。しかし、まだ議会が開かれて

いない。私としては早く進めてもらいたいが、議員さんの方で止まっ

ているというふうに聞いているが。 

  答 議会が反対しているから、議会を開かないということではない。図面

が出来たら議会に提示してもらうということは、委員会の中で言って

いる。現在、待ちの状態である。 

 

   問 エスカレーターの実施設計書と構造計算書が、まだ出ていないという

状況だが、これは３月に予算が決定していることでもあるので、住民



としては速やかに入札・工事へと進めてもらいたいと思っている。 

当然、事前に議会の方へ説明があると思うが、１カ月半も放置されて

いる状況である。速やかに前へ進めてもらいたいと思っているが。 

  答 １カ月半も放置している状態ではない。行政としては、着々と進めて

いる。この度、３月議会で予算が可決したので、現在実施設計に入っ

ており、６月議会において図面等の提示と説明を受け、その後発注・

入札・施工というスケジュールとなる。 

 

  問 高齢者・障がい者等が安心して生きられる町となるように、バリアフ

リーについて、議会として行政へ提案してもらいたい。 

  答 現在、交通特別委員会を設置して、ときわ台駅のバリアフリー化につ

いて、行政とともに能勢電鉄へ要望をしている。 

 

  問 エスカレーターに関して、議会で議決をされたのであるから、実施を

していくというのが総意である。４月から図面等をいつでも見せるよ

うになっているがなされていない。行政が遅れているのではなく、進 

めていくのが議会の仕事である。 

答 エスカレーターに関しては、行政と調整をして６月議会で図面等を示

してもらうことが決まっている。 

     

 

〔意見・要望〕 

   ○交通弱者に対してのタクシーの補助制度や、バスの利便性の向上のた

めに、運転間隔を２０分毎にしてもらいたい。 

 

 

◎行政に関すること 

 

問 公営企業会計の消費税について、決算書の中に支出・収入になったも

のがどこにも示されていない。これはどこでチェックされているのか。 

   

答 公営企業会計の消費税が簿外となっていることが、非常に問題である

と感じている。実際には出て行ってないが、費用になっている項目が

あり、そこから支出したという記述になっている。 

今までの公営企業会計と企業会計と２つの資料が出ており、非常に紛

らわしい。できるだけチェックをし、行政から説明を受けている。 

平成３０年度から、本体の会計も複式簿記となる。さらに議会も勉強

していかなくてはならない。 

 



問 光風台消防分団跡地の利用については、平成２５年に光風台自治会が

駐車場にしたいということでお願いをし、依頼文書も出した。 

しかし、行政からは跡地を利用したいということで、３年間そのまま

の状態で残っている。今解体するというのは、これまで何をしていた

のか。 

 

答 行政は３年前に、少しでも財政負担をなくすために、光風台消防分団

跡地を売却しょうとしたが、１～２年間買い手がつかなかった。 

  議会の方からは売却するのではなく、駐車場・防災倉庫・福祉施策の

拠点等、活用するほうがよいのではないかと提案してきた。３年間放

置してきたわけではない。 

  現在、老朽化が著しく危険な状態であり、また防犯上問題があるとい

うことを光風台自治会から報告があり、消防署の方からも行政へ報告

があった。この時点に至って、行政から解体するという提案を出して

きた。   

 

 

◎ダイオキシンに関すること 

 

問 ダイオキシン処理の問題。事業者が処理するにあたって、産業廃棄物

でないと処理できないということで、産業廃棄物に名前を変えて処理

をした。行政は適法な処理をすることにおいて、議会が議決をして、

町長に問題点を突き付けて、町長がその責任を果たされているという

ことを打ち立てていかないと、日本の民主主義社会は成長しない。 

答 当時、組合の方で、一般廃棄物として決められた。 

しかし、今回組合からは「産業廃棄物となったのは、搬出先で中身を

調査したところ、産業廃棄物でいけるという話が出た。そして、組合

として、産業廃棄物としていけるという判断をした。組合で決めるの

は違法ではない。最終的には大阪府に報告をしなければならない」と

の報告があった。 

   

 

〔意見・要望〕 

○正しい情報を、町民に伝えて欲しい。 

○ダイオキシン処理について、「業者名・処理方法・お金の使い方」を明

確にして欲しい。 

 

 



【東地区】 

１ 実施日時：平成２８年５月２１日（土）１６：００～１８：００ 

２ 実施会場：豊能町立中央公民館大会議室 

３ 報 告 者：議員１４名 事務局３名 

４ 参加者数：７名 

５ 報告内容：①総務建設水道常任委員会報告 

②福祉教育消防常任委員会報告 

③予算特別委員会報告 

④本会議トピックス  

・一般会計予算修正 

・一般会計予算修正に対する付帯決議 

・問責決議                                                                    

６ 意見交換会 

 

主な質疑応答 

◎議会に関すること 

 

問 エスカレーターについては、町長が就任された時からでている話であ

るが、いまだにすっきりしない。無駄な時間を費やしているように思

うが、現状はどうなのか。 

答 ３月議会でエスカレーターの大規模修繕の予算が可決され、現在、入

札・契約・修繕に向けて粛々とすすめられている。 

 

 

〔要望・意見〕 

   ○議会報告会の設営に関して、東地区は毎年参加者が少ないので、筆記 

がしやすいように机を配置して欲しい。 

   ○参加者が少ない。行政の宣伝車を出して、もっとＰＲすべきである。 

 また、マイクロバスでの送迎も考えてはどうか。 

 

 

◎行政に関すること 

 

問 永寿荘と豊寿荘の設備に差がある。西地区は風呂が２つ。東地区は一

つで、故障すればもうない。こんな状態でまだ使用料の話が出ている。

なくすのであればなくす、続けるのであれば両方続けて欲しい。 

答 西地区では、続けて欲しいという意見が多かった。風呂が漏水してい



るのにもかかわらず、調査もしないで半年ほど続けていた。男性風呂

と女性風呂を交互に使用している。また、使用料徴収の話も出ている。 

永寿荘は、平成２９年から自主運営の話も出ているが、なければ廃止

という話も出ている。 

 

  問 豊寿荘と永寿荘の年間の維持費について。 

  答 平成２８年度の予算ベースでは、豊寿荘管理事業は１２３０万４千円、

永寿荘管理事業は３１７万３千円。人件費事業は１本であがっており、

内訳はわからない。また、豊寿荘の非常勤職員報酬が３名、永寿荘は

１名。 

 

問 中井副町長の辞職内容について、説明して欲しい。 

答 辞職内容は、家庭の事情ということで聞いているが、大事な３月議会

（予算議会）前で辞職してしまった。町長は、大事な時期に副町長が

辞職するのを止められなかった。 

 

  問 東地区から西地区のユーベルホール・図書館等への行くのに、足の便

が悪い。昔のような東西連絡バスがあったらいいと思うのだが。 

答 当初、東西連絡バスは、東地区の方が西地区のユーベルやシートスへ

行くために運航が始まった。しかし、利用者はほとんどゼロであった

ために見直され、リレー便というのができた。統計をとると、東西連

絡バスよりは若干利用者が増えているようだ。しかし、費用ベースで

は多くかかっている。 

  リレー便が不便であることは認識しているが、東西連絡バスが必要で

あるかどうかについて、議会の中で本格的に議論はしていない状況で

ある。 

 

  問 高齢者にとっての、東地区から西地区への移動手段について真剣に考

えて欲しい。 

  答 希望ヶ丘からの東西連絡バス、買い物難民という問題を抱えているこ

とはよく認識している。交通特別委員会としては、ときわ台駅のバリ

アフリー化についても考えており、６月議会の中でも議論をしていく。 

 

  問 介護保険料は、市町村によって異なる。高齢化になっても、元気で丈

夫なお年寄りが増えれば、財政的にも負担がかからない。行政は協働

で、介護予防についてしっかりと取り組むべきである。 

答 介護保険要支援１・２の家事支援が地域支援になって、市町村の責任

でやることになる。介護予防に予算が欲しいと思うが、審議会が今か

ら立ち上がるので、９月頃には答えが出る状況である。 



これから要介護３以上でないと施設に入れない。在宅介護ができない

から１５年前に介護保険制度ができたが、逆流しているように思える。 

介護予防については、西地区では保険センターで行っているが、東地

区は出来ていない状況なので行政へ要望していく。 

 

  問 ユーベルホールは音響が非常に良い。なのにあまり使用されていない。 

    一時は存続の危機もあったと聞いたが、詳しい事情を聞きたい。 

  答 前町政の時に、ユーベルホールの廃止を、財政健全化推進プランで打

ち出された。現町政では、３年計画で１億２千万円で改修する予定で

あったが、１年目の改修では、落下すれば命にかかわる音響などの吊

り装置を改修した。しかし、２年目・３年目の改修については、財政

健全化推進プランによりストップしている。 

 

 

〔要望・意見〕 

○箕面の川では、たくさんの若者が来てバーベキューをしている。 

 豊能町としても、若者（人）が集う催しを考えるべきである。 

 

 

 

 

 

 

                              以 上 


